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１  はじめに  

 

 本計画は，市内のコミュニティエリアについて，田中コミュニテ

ィエリアを分割し新たに２１ケ所目として「柏の葉コミュニティエ

リア」を設置し，併せて地域活動の担い手の組織化（ふるさと協議

会）と活動拠点（近隣センター）の整備を方針化するものです。  

 

 柏市第五次総合計画をはじめとした様々な計画の策定，施策の立

案やマネジメントを地域ごとに行う際には，地域特性により市域を

「北部ゾーン」「中央ゾーン」「南部ゾーン」「東部ゾーン」の４

区域に分け，各地域の特性を活かしたまちづくりを実施しています。 

 それぞれのゾーンは，昭和５０年代に設定されたコミュニティエ

リアを基礎としています。コミュニティエリアの一つである田中地

域は，面積が約１７．２６㎢と他より広く設定されましたが，当初

の人口は他のエリアとほぼ均衡を保っていました。  

 平成１７年 (2005 年 )につくばエクスプレスが開通し，市街地整備

の進展に伴い，田中地域の人口は，平成３０年度 (2018 年 )には，市

内コミュニティエリアの平均約 20,000 人に対して 45,000 人と約２．

２倍となりました。柏市将来人口推計においても，２０２５年度に

は約 60,000 人超と今後の大幅な人口増加が想定されています。  

 これまで，コミュニティエリ

アの設定については，中学校区

を め ど に 設 定 し て い た 経 緯 も

あり，平成３０年４月の柏の葉

中 学 校 開 校 を 一 つ の 契 機 と し ，

人口・面積ともに過大となった

田 中 コ ミ ュ ニ テ ィ エ リ ア の 分

割について，地域特性を反映し

た ま ち づ く り や き め 細 や か な

市民サービスの提供のため，地

域 住 民 と 行 政 職 員 と で 検 討 を

行いました。  

 その検討の結果として，本計画を取りまとめたものです。                 
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２  本計画の目的及び位置づけ  

 

 (1) 目的  

   柏市のコミュニティエリアの中で田中地域に含まれている柏  

の葉地域について，新たなコミュニティエリアの設置計画をす  

るもの。  

 (2) 位置づけ (上位計画等 )  

 地域特性を活かしたまちづくりを推進し，コミュニティエリ  

アにおける地域活動の活性化や地域意識の醸成を促すため，第  

五次総合計画の部門計画に位置付けます。  

 なお，既存のア～エ計画との関係は図のとおり。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ア  柏市第五次総合計画   

計画名  概要  計画内容とコミュニティエリアとの関わり  

柏市第五次総合

計画  

(前期基本計画 ) 

市政における

最上位計画  

コミュニティエリアをベースとし，「北部」

「中央」「南部」「東部」の４ゾーンに分

けて，地域特性を活かしたまちづくりをめ

ざすとしている。  
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イ  柏市公共施設等総合管理計画「基本方針編」  

計画名  概要  計画内容とコミュニティエリアとの関わり  

柏市公共施設等

総合管理計画  

「基本方針編」  

公共施設の現

状と課題，今後

の管理の基本

的な考え  

「第４章類型別方針」の中で施設類型ごと

の考え方を示しており，その中で近隣セン

ターは，コミュニティエリアごとに１箇所

を維持するとしている。  

 

ウ  柏市地域防災計画  

計画名  概要  計画内容とコミュニティエリアとの関わり  

柏市地域防災計画  
災害時に実施

すべき対策  

地区災害対策本部をコミュニティエリアご

と (近隣センター )に設置している。  

                         

  エ  第７期柏市高齢者いきいきプラン２１  

計画名  概要  計画内容とコミュニティエリアとの関わり  

第７期柏市高齢者  

い き い き プ ラ ン ２ １  

高齢者施策  

(介 護 ・ 福 祉 ) 

コミュニティエリアを「小圏域」とし，「高

齢者を支える各種の地域活動を促進する単

位」としている。重点施策「地域での支え

あい活動の推進」にあたっては，地域支え

あい推進員をコミュニティエリアごとに配

置している。  

 

 

 (3)合意形成  

本計画は，「田中・柏の葉コミュニティエリア検討会議」での   

結論を踏まえて策定します。  
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３  計画の背景  

 

 田中地域は，約１７．２６㎢という広大な地区面積を有し，２４

の町会等が存在しており，平成１７年８月 (２００５年 )に開通した

つくばエクスプレスの２駅を中心に市街地整備が進展している地域

です。  

 地区の西部及び南部には，柏の葉キャンパス駅を中心に大規模商

業施設や高層マンション等が立地し，大学，研究機関も集積してお

り，特に柏の葉キャンパス駅周辺においては，公・民・学連携によ

り策定された「柏の葉国際キャンパスタウン構想」に基づき，計画

的なまちづくりが進められ，定住人口も順調に伸びています。この

人口増に伴い，平成３０年４月 (２０１８年 )に柏の葉中学校が開校

しました。  

 これまで，コミュニティエリアを設定するに際は，中学校区単位

でコミュニティエリアを設定していた経緯もあることから，柏の葉

中学校の開校を 1 つの契機とし，田中コミュニティエリアについて

見直しを行うこととしました。  

 なお，柏の葉コミュニティエリア設置計画では，昭和５６年に新

市計画のコミュニティエリアの設定に示している当時の考え方を踏

襲しコミュニティエリアの設定に統一性を保ちました。  

 

柏市新総合計画 (昭和５６年４月抜粋 )   

    

 

 

 

 

 

※ 1 現 在 ２ ０ 地 域 と し て 整 備 (旧 柏 地 域 １ ７ ， 旧 沼 南 地 域 ３ )  

※ 2 現 ふ る さ と 協 議 会  

※ 3 出 張 所 設 置 が Ａ 型 ， 出 張 所 が 設 置 さ れ て い な い も の が Ｂ 型  

・地域住民相互の連帯感や自治意識を育て，またこれに応じた決め細かなサービ

スをするために，地域特性や住民意識，適正な人口，面積を勘案して区分した１

９地区（※１）の地区整備を進める。 

・市民の郷土愛や連帯意識を高め，またふるさとづくり運動を展開するうえで必

要な推進組織（※２）やリーダーを育成し充実を図る。 

・各地区には，地域の実状，コミュニティ施設の適正配置から，行政機能を整え

る規模の大きな「Ａ 型近隣センター」及びやや規模を狭め，行政機関を入れない

「Ｂ型近隣センター」を整備する。（※３） 
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４  計画期間  

 

 平成３１年度からおおむね１０年間を本計画の対象期間とします。 

 

５  現状  

 

(1) 柏市のコミュニティ施策  

  人口増により発展してきた柏市では，昭和５５年より地域特性

を生かし，心のふれ合う住みよいまちづくり (第２の故郷 )を市民

と行政が一体となって推進していく取り組み「ふるさと運動」を

推進してきました。このふるさと運動を推進し，新 旧住民の連帯

感や地域の自治意識向上を図り，これに応じたきめ細かなサービ

スを実施することとしています。  

  これらを踏まえ，地域特性や住民意識，適正な人口，面積等を

勘 案 し て ， 市 内 を ２ ０ の コ ミ ュ ニ テ ィ に 区 分 し (平 成 １ ７ 年 合 併

前 は １ ７ コ ミ ュ ニ テ ィ )地 域 の 交 流 と 活 性 化 を 図 る た め の 拠 点 施

設として「近隣センター」を整備しました。  

  また，市民活動の母体となる「ふるさと協議会」が住民で組織  さ

れ，夏祭り，文化祭，防犯防災，保健福祉，環境美化等地域づく

り活動が近隣センターを拠点に行われています。  

 

 ア  全市エリア図  
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 イ  日常圏域とコミュニティエリア  

   

 

 ウ  各コミュニティエリアの規模     平 成 29 年 4 月 1 日 現 在   

 

 資 料 :柏 市 社 会 福 祉 協 議 会 平 成 2 9 年 地 域 活 動 マ ッ プ よ り  

 

 田中地域は，農業用地も含め手賀地域についで２番目の面積であ

り，各地域の平均面積の３．３倍となっています。  

 また，人口は２０地域で１番多く，各地域の平均人口の約２．２

倍と面積，人口共に大きい地域です。  
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 エ  ふるさと協議会及び近隣センターの設置  

 

 

 ふるさと協議会の設立と近隣センター整備 (出張所機能を有する

近隣センター９館 (Ａ館 )，出張所機能を有しない近隣センター１４

館 (Ｂ・Ｃ館 ))については，概ね同時期に設立及び整備がなされてき

ました。  

 なお，手賀近隣センターについては，平成２９年４月 に「手賀近

隣センター」が整備されたことで，市内２０のコミュニティエリア

に地域活動の拠点となる「ふるさと協議会」及び「近隣センター」

が設立，整備されました。
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オ  コミュニティエリアごとに行われる市の主な施策  

分野  施策  取組  

こども  

未来  

より良い教育のための

体制・環境の整備    

子どもの育ちと子育て

を支える環境の充実  

地域と学校が一体となった教育の

推進  

子育ち・子育て・親育ちのための  

地域づくり  

健康・  

サポート  

健康寿命の延伸                

医療介護及び支援体制

の充実  

フレイル対策の推進  

高齢者の社会・地域参加の促進  

地域包括ケアシステムの推進  

認知症対策の推進  

地域の  

ちから  

地域への参加と活動の

促進         

生涯学習の推進  

地域コミュニティの活性化  

地域や社会の課題に対応した学習

支援  

安全・安心  
防災力の向上  

防犯力の向上  

地域防災力の向上  

防犯力の向上  

災害に備えた体制強化  

 

(2) 田中地域の現状           平 成 29 年 4 月 1 日 現 在  

 ア  田中地域の人口，面積  
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イ  田中地域の町会の状況        平 成 30 年 4 月 1 日 現 在  

町会名 加入世帯数

花野井町会 2,000

東花野井町会 209

花山町会 577

中花崎町会 400

柏ビレジ自治会 1,582

大室町会 630

中野台町会 285

柏市若柴町会 530

若柴入谷津町会 42

新若柴町会 326

正連寺町会 30

小青田町会 260

船戸町会 396

町会名 加入世帯数

山高野町会 77

大青田町会 192

東十余二町会 850

柏の葉一丁目自治会 184

柏の葉二丁目町会 355

柏の葉三丁目町会 340

柏の葉キャンパス一番街町会 977

柏の葉キャンパス二番街町会 892

レクセル柏たなかサニープレイ
ス管理組合

29

ラ・カンパーニャ自治会 60

合計 11,297

ラプリマチッタ自治会 74

柏の葉キャンパスゲートタワー
(イースト)管理組合(※)

347

 

資 料 :平 成 30 年 度 世 帯 数 等 報 告 書 よ り  

※柏の葉キャンパスゲートタワー (イースト )管理組合は，町会等の

組織化はされていませんが，管理組合がその機能を担っており，平

成３１年度中に町会等の設立を目指しています。  

 

 ウ  今後の人口推計  

 

            資 料 :201 8 年 4 月 柏 市 の 将 来 人 口 推 計 よ り  
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 市内２０地域のうち田中地域を除いては，横這いもしくは，人口

減少傾向にあります。  

しかし，田中地域は，土地区画整理事業による基盤整備により民

間宅地開発の活性化が期待され，今後の柏市の人口推計においても

他の地域が横這いもしくは減少傾向の中，約１．２５倍と２０地域

の中でも突出して人口の増加が見込まれます。  

 

 エ  田中地域ふるさと協議会の概要（組織・活動）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

資 料 :田 中 地 域 ふ る さ と 協 議 会 ホ ー ム ペ ー ジ よ り  
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 オ  ふるさと協議会以外の広域組織  

  田中地域には現在，「田中地域ふるさと協議会」のほかに，柏

の葉一丁目自治会，柏の葉二丁目町会，柏の葉三丁目町会から構

成する「柏の葉三町会連絡会」と柏の葉キャンパス一番街町会，

柏の葉キャンパス二番街町会，柏の葉キャンパスゲートタワー管

理組合とＵＤＣＫ等から構成する「柏の葉キャンパス駅前まちづ

くり協議会」が田中地域ふるさと協議会とは別に広域組織として

地域づくりに取り組んでいます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※柏の葉アーバンデザインセンター  

組織名称 柏の葉キャンパス駅前まちづくり協議会

構　成

柏の葉キャンパス一番街町会

柏の葉キャンパス二番街町会

柏の葉キャンパスゲートタワー管理組合

ＵＤＣＫ(※)　三井不動産株式会社ほか

組織名称 柏の葉三町会連絡会

構　成

柏の葉一丁目自治会

柏の葉二丁目町会

柏の葉三丁目町会
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(3) 民生委員児童委員協議会エリアの分割  

  民生委員児童委員協議会は，

市内２２地区に設置されてい

ます。  

  平成１７年８月 (２００５

年 )のつくばエクスプレス開

業に伴い，田中地区の人口増

が確実なことから，平成２５

年 (２０１３年 )１２月，田中

地区民生委員児童委員協議会

を分割し，新たに田中・柏の

葉地区民生委員児童委員協議

会を設置しました。その区域

は平成２４年度（２０１２年）

に開校した柏の葉小学校の学

区を中心に隣接した９町会と  

 

 

 なっています。  

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  なお，「田中・柏の葉地区民生委員児童委員協議会」の名称に

ついては，古くから地域に住む方に馴染みのある「田中」の名称

を残し，独立ではなく分割とした経緯があります。  

 

11 

12 
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６  柏の葉コミュニティエリア設置の必要性と区域案  

 

(1) 田中地域の課題  

 ア  人口，面積の過大さ  

 平成２０年と平 成３０年の田中地 域の字別人口を比 較すると，

田中地域全体は 33,595 人から 47,737 人へ増加し増加率 1.4 倍

なのに比べ，柏の 葉地域（若柴，柏 の葉一～五丁目， 十余二，

中十余二）は， 12,799 人から 22,164 人へ増加し増加率は 1.7

倍となっています 。平成２０年度は ，田中地域の人口 のうち，

柏の葉地域の人口の占める割合は 38％でしたが，平成３０年度

には 46％まで増えています。このように，田中地域の人口の増

加は，柏の葉地域の人口が大きく影響しています。  

 市は，前述のと おり，「健康・サ ポート」「安全・ 安心」等

の分野で，コミュ ニティエリアごと の施策展開を推進 してい ま

す。広大なコミュ ニティエリアのな か，さらに人口増 加の影響

が大きくなると， 例えば，災害時等 には田中地区災害 対策本部

（田中近隣センタ ー）１箇所で対応 する体制となり， 市民サー

ビスの提供に支障をきたしかねない状況となっています。  

 

 イ  地域特性や住民意識の違い  

 田中地域におい て，船戸，山高野 ，小青田等は，利 根運河に

沿い古くから栄え た地域と言われて います。十余二は 明治初頭

に開墾された地域 です。他方，柏の 葉一丁目及び三丁 目に町会

等が設立されたの は昭和６０年頃で あり，柏の葉キャ ンパス一

番街は平成２１年に建設されています。  

 このような背景 の中で，地域への 帰属意識の違いや 共助の取

組みへの認識の違い等はやむをえないことと思われます。  

 また，近年に居 住者が増えた地域 は，年齢構成が比 較的若い

世代が多く，例え ば，特性の異なる 地域の高齢化率等 をきめ細

かく把握し，地域 ごとの施策に反映 させることも必要 と思われ

ます。  
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 ウ  田中地域ふるさと協議会への未加入町会  

 このような地域 の歴史的背景の違 いや田中近隣セン ターへの

物理的な距離によ り，柏の葉一丁目 自治会，二丁目町 会，三丁

目町会は，田中地 域ふるさと協議会 から脱会した経緯 がありま

す。柏の葉キャン パス一番街町会， 二番街町会，ゲー トタワー

管理組合は当初より加入していません。  

 ふるさと協議会 は，地域における 共助のまちづくり の母体で

あると同時に，地 域と行政の橋渡し として，地域にと っても必

要不可欠な組織で す。当該地域にお いて，ふるさと協 議会を発

足できる環境づくりが必要です。  

 

(2) エリア新設の必要性  

  人口増により発展してきた柏市では，昭和５５年より地域特性

を生かし，心のふれ合う住みよいまちづくり (第２の故郷 )を市民

と行政が一体となって推進していく取り組み「ふるさと運動」 を

実施し，地域住民相互の連帯感や自治意識を育て，これに応じた

きめ細やかな行政サービスをするために，地域特性や住民意識，

適正な人口，面積等を勘案し地区整備を進めてまいりました。  

  また，コミュニティエリアは，市民の郷土愛や連帯意識を高め，

ふるさとづくり運動を展開するうえで必要な推進組織やリーダー

を育成し，充実を図ることも目的としており，コミュニティエリ

アを中心とした見守り活動，子育て支援の充実を図ることなどが

期待されています。  

  なお，コミュニティエリアの設定については，これまで中学校

区に１コミュニティエリアを設定していた経緯もあり，平成３０

年４月の柏の葉中学校開校を一つの契機とし，人口・面積ともに

過大となった田中コミュニティエリアについて，今後，施策展開

を円滑に実施し，きめ細やかなサービス提供を実施していくため

には，柏の葉コミュニティエリアを設置することが求められてい

ます。  
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(3) 区域案について  

  区域案については，案①〈キャンパス駅周辺〉，案②〈国道 16

号西〉の２案を提案しました。  

  当初，既に「田中・柏の葉地区民生委員児童委員協議会」が活

動していた区域である案②を新たなコミュニティエリアとするこ

とが，地理的にも活動実態等からも妥当と思われました。  

  しかし，同区域内の町会役員等の意見聴取の中で，これまでの

歴史的背景を踏まえ，今後の活動の継続を考えていきたいという

ご意見をいただきました。  

  このことからまずは，生活環境や地域特性の近い柏の葉一丁目，

二丁目，三丁目から構成される町会等と柏の葉キャンパス駅前周

辺の柏の葉キャンパス一番街，二番街，ゲートタワーの３町会等

で構成される計６町会等でコミュニティエリアを構成する案①を

作成しました。  

 なお，基本的な考え方として，コミュニティエリアの区域を設  

定する場合は，町会を分断させることは行なわないということを  

前提としています。  
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 ア  区域案①〈キャンパス駅周辺〉
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＜区域案①の概要＞  

 柏の葉地域  田中地域  

区

域(

町

会

名)
 

柏の葉一丁目  

柏の葉二丁目  

柏の葉三丁目  

柏の葉キャンパス一番街  

柏の葉キャンパス二番街  

柏の葉ゲートタワー  

柏市若柴  

新若柴  

若柴入津  

東十余二  

ほか  田中地域ふるさと協

議会加入町会  

人口  ※ 1）約８，６９９人  ※ 2）約３９，０３８人  

面積  約２．７４㎢  約１４．５２㎢  

地域

資源  

東京大学柏キャンパス  

千葉大学柏の葉キャンパス  

県立柏の葉高等学校  

十余二小学校  

田中北小学校  

田中小学校  

柏の葉小学校  

田中中学校  

柏の葉中学校  

市立柏高等学校  

特徴  

  人口集中している柏の葉キャンパス駅周辺を新設される

地区災害対策本部で対応できるため，田中地域地区災害

対策本部 (近隣センター )の負担が軽減されるが，若柴町

会等の町会が対策本部から距離があることは現状のとお

り変わりません。  

  柏の葉地域の人口は，約１０，０００人と小規模ですが，

コミュニティエリアの規模としては他の地域と比較して

も妥当と思われます。  

 

 

 

 

 

 

 

※ １ )  田 中 コ ミ ュ ニ テ ィ エ リ ア 字 別 人 口 よ り 町 会 別 推 定 人 口 を 積 算 し た も の  

※ ２ )  現 在 の 田 中 地 域 の 人 口 か ら ※ １ を 引 い た も の  
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 イ  区域案②〈 16 号線西〉
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＜区域案②の概要＞  

 柏の葉地域  田中地域  

区

域(

町

会

名)
 

柏市若柴  

新若柴  

若柴入津  

東十余二  

柏の葉一丁目  

柏の葉二丁目  

柏の葉三丁目  

柏の葉キャンパス一番街  

柏の葉キャンパス二番街  

柏の葉ゲートタワー  

左の町会を除いた田中地域

ふるさと協議会加入町会  

人口  ※ 1）約２２，１６４人  ※ 2）約２５，５７３人  

面積  約５．０４㎢  約１２．２２㎢  

地域

資源  

東京大学柏キャンパス  

千葉大学柏の葉キャンパス  

県立柏の葉高等学校  

柏の葉小学校  

柏の葉中学校  

十余二小学校  

田中北小学校  

田中小学校  

田中中学校  

市立柏高等学校  

 

 

 

 

 

特徴  

  コミュニティエリアに先行し，民生委員児童委員協議会の

エリアが分割されているため民生委員や地区社協の活動

はそのまま移行できます。  

  地区災害対策本部 (近隣センター )の設置を考えると，国道

１６号を境とするため，情報収集等を行いやすいです。  

  柏の葉地域，田中地域の人口は，ほぼ均等です。また，地

理的にも国道１６号で分かれ既に民生委員児童委員協議

会がこの線引きで活動しており合理性があります。  

 

 

 

 

※ １ )  田 中 コ ミ ュ ニ テ ィ エ リ ア 字 別 人 口 よ り 町 会 別 推 定 人 口 を 積 算 し た も の  

※ ２ )  現 在 の 田 中 地 域 の 人 口 か ら ※ １ を 引 い た も の  
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(4) 区域案①②における市の主な施策への影響  

「健康・サポート」分野

主な取組

◇フレイル対策の推進

◇高齢者の社会・地域参加の促進

◇地域包括ケアシステムの推進

◇認知症対策の推進

案①②

の比較

　案①の場合、コミュニティエリアに先行し、民生委員・児童委員協議会エリ
アが分割されているため、民生委員や地区社協の活動はそのまま移行できる。

分割の影響

◇主たる福祉政策は日常生活圏域（市内７圏域）をベースにしている。分割し
た場合、北部１圏域（田中、西原、（仮）柏の葉）における地域包括支援セン
ターの担当エリアや設置場所等の検討が課題となる。（地域包括支援課）

◇保健福祉部では日常生活圏域データを作成し、小圏域（＝コミュニティエリ
ア）ごとの高齢者数や高齢化率を出している。田中地域の高齢化率は現在１７
位だが、分割するともっと上がると思われる。（高齢者支援課）

　地域の高齢化率等、実態に即した数字が示されることによって、高齢化に対
する取り組みの必要性をより強く伝えることができる。（地域支援課）

◇支えあい活動は、ふるさと協議会を中心に取り組まれているため、柏の葉地
域の町会との関わりが薄い。仮称）柏市柏の葉地域ふるさと協議会として、市
や社協と連携していけることが望ましい。

（地域支援課）

 

 

 

 

「健康・サポート」分野

主な取組

◇フレイル対策の推進

◇高齢者の社会・地域参加の促進

◇地域包括ケアシステムの推進

◇認知症対策の推進

案①②

の比較

　案①の場合、コミュニティエリアに先行し、民生委員・児童委員協議会エリ
アが分割されているため、民生委員や地区社協の活動はそのまま移行できる。

分割の影響

◇主たる福祉政策は日常生活圏域（市内７圏域）をベースにしている。分割し
た場合、北部１圏域（田中、西原、（仮）柏の葉）における地域包括支援セン
ターの担当エリアや設置場所等の検討が課題となる。（地域包括支援課）

◇保健福祉部では日常生活圏域データを作成し、小圏域（＝コミュニティエリ
ア）ごとの高齢者数や高齢化率を出している。田中地域の高齢化率は現在１７
位だが、分割するともっと上がると思われる。（高齢者支援課）

　地域の高齢化率等、実態に即した数字が示されることによって、高齢化に対
する取り組みの必要性をより強く伝えることができる。（地域支援課）

◇支えあい活動は、ふるさと協議会を中心に取り組まれているため、柏の葉地
域の町会との関わりが薄い。仮称）柏市柏の葉地域ふるさと協議会として、市
や社協と連携していけることが望ましい。

（地域支援課）
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「安全・安心」分野

主な取組

◇地域防災力の向上

◇地域防犯力の向上

◇災害に備えた体制強化

①②案の

比較

◇案①の場合、人口集中している柏の葉キャンパス駅周辺を新設される地区災
害対策本部(近隣センター)で対応できるため、田中地域地区災対の負担が軽減
されるが若柴町会等の町会が対策本部から距離があるため対策に不安がある。

  案②の場合、地区災害対策本部の設置を考えると、国道１６号線を境とする
ため、情報収集等を行いやすい。

　

◇地域によっては震災時の避難訓練等をふるさと協議会単位で行っている。災
害時に協力体制を組みやすい地域として分割されることが望ましい。

分割の影響

◇地区災害対策本部は、各地域に１つ設置され、有事の際、地域内の情報収集
や調査、地域住民と連携した防災活動を行うこととなっている。エリアが分割
され、地区災害対策本部が新設されれば、災害時に地域の状況に応じたよりき
め細かい対応ができる。（防災安全課）

◇現状では、田中地域は人口、町会数とも多く、地区災害対策本部の負担が大
きくなっている。また、柏の葉エリアからは距離があり、町会との連絡調整に
困難が予想されている。それぞれに地区災害対策本部が設置されることが望ま
しい。（地域支援課・田中近隣センター）
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７  田中・柏の葉コミュニティエリア検討会議での検討  

 検討会議の参加者は本計画「１１資料 (3)」参照  

 

(1) 第１回検討会議  

開 催 日 平成３０年６月２３日(土)

議　　題 コミュニティエリアの新設について

主な意見

・地域が出来てきた歴史的な過程を大切にし，これから10年後，
20年後の先を見据えて考えたい。

・古くから根付いている方々との意識・生活習慣の差は大きい。

・将来６万人となる予想のコミュニティは現実的ではないためエ
リア見直しを行うべき。

・エリアを新しく作ったときに柏の葉キャンパス駅前まちづくり
協議会との関わりも考える必要がある。

・人口が増えてくるのは事実だが，長年一緒にやってきた町会と
は引き続き活動していきたい。

ま と め

・コミュニティエリアの分割には前向きに考えていく。

・エリアの問題と実際に運営していく運営主体の問題がある。

・今後（将来）のコミュニティエリアについては緩く考えていく
ことも必要だろう。

 

(2) 第２回検討会議  

開 催 日 平成３０年８月４日(土)

議　　題 境界(地区設定)について

主な意見

・何のためにコミュニティを設置するのかという原点に立ち返っ
て，地域活動を損なわないようにすべき。

・案①か案②を考えるポイントは１０年後をどう描くかである。

・民児協エリアが案②で実際に活動していることを考えると案②
がよいのではと思う。

・案①がよい。１０年後，将来的に案②のような形に移行できる
ことが可能であれば今は案１でいきたい。

・この会で決まったものを理解してもらうしかない。希望は案①，
将来的には案②というのが希望。

ま と め

・コミュニティエリアの問題と同時にふるさと協議会を運営の話
もしていかないといけない。

・案①をベースとして考え，案②の方向も将来的には見据えてい
く。
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まとめ

「エリア分割の境界について」

・歴史的経緯を踏まえたうえで，案①で設定し，５年後をめどに
案②に移行することとしたい。

・５年後の移行は，状況を見て緩やかに判断する。

「分割後の進め方と課題」

・ふるさと協議会の設立については，まちづくり協議会との調整
を含め，住民を中心に進めていく。

・案①から案②へのコミュニティエリアの移行に向けては，１０
町会の連絡会を定期的に開催していく。

・近隣センターの設置に向けて，地域の方の意向を反映して進め
ていく。

(3) 第３回検討会議  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 催 日 平成３０年９月２２日(土)

議　　題 エリア分割の境界について／分割後の進め方と課題

主な意見

「エリア分割の境界について」

・案②が望ましいが，住民の意向を踏まえるならば５年後を目途
に案②への移行を検討。

・理想は案②。人口的にも面積的にも理想的だが，案①でお願い
したい。

・コミュニティエリアの分割は了承いただいている。市の意見
（移行案）に賛成。５年後というのはもう少し緩みをもたせて柔
軟に考えられるようにすべき。

「分割後の進め方と課題」

・スケジュール案だと，２０２０年４月ふるさと協議会設立とあ
るが，ふるさと協議会ができてから何年後かに近隣センターがで
きるのか。
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８  方針  

 

(1) 柏の葉コミュニティエリアの設置      実施主体：柏市  

 

 柏 の葉 コミュ ニ ティエ リアを 設置 します 。  

 エリ アの境 界に ついて は，これ ま での歴 史的経 緯や 地域特 性及び

住民意 識等を 踏ま え柔軟 に対応 する ことと し，２ 期計 画とし ます 。  

１期：平成３ １年 度 (２０１９ 年 )か ら５年 間を区 域案 ①〈キ ャンパ

ス駅周 辺〉で 設定  

２期：お おむね ５ 年後 (平成３ ６年 度 (２０２４ 年 ))をめど に該当 町

会の意 向を踏 まえ ， 区域 案②〈 国道 １６号 西〉へ 移行  

  

 平成３１年度 (２０１９年 )から平成３５年度 (２０２３年 )までの

５年間を第１期とし，区域案①〈キャンパス駅周辺〉で設置します。  

 第１期から第２期までの期間は，移行に向け，１０町会連絡会や

検討会を実施し，住民意識の醸成等を見極めながら，平成３６年度

(２０２４年 )をめどに，区域案②〈国道１６号西〉へ移行します。  

 

まずは，案①のコミュニティエリ

アでスタート  

案②のコミュニティエリア  

に移行  

５年後目途に移行  



 25 

【田中・柏の葉コミュニティエリア設置計画期間】  

平成(年) 31 32 33 34 35 36 37

西暦(年) 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

第１期

(期間５年)

第２期

案①のエリアで決定

案②のエリアに移行

 

 

(2) ふるさと協議会の設立  

         実施主体：町会，まちづくり協議会，ＵＤＣＫ  

 

 柏 の葉 コミュ ニ ティエ リアの 設置 に伴い ，「仮 称 )柏市柏 の葉地

域ふる さと協 議会 」を設 立しま す。  

 

 柏市では，新旧住民のコミュニティ形成や郷土意識の希薄化が課

題となる中，昭和５０年代中頃より「ふるさと運動」と名付けられ

たコミュニティ施策を展開してきました。  

 ふるさと協議会は，昭和５５年以降に地域の身近にある近隣セン

ターを拠点として，行政と共にふるさと運動の推進とコミュニティ

の形成を行う団体として現在，各２０地域に設立されている組織で

す。  

 各ふるさと協議会は，町会等の役員，民生委員児童委員など多様

な構成員からなる組織で，町会の枠を超えた地域コミュニティの中

心的担い手として環境，保健福祉，防災等の事業や地域課題など多

岐にわたり取り組んでいます。  

 なお，「仮称 )柏市柏の葉地域ふるさと協議会」は，平成３２年 (２

０２０年 )の設立を目指しています。 (１０ :行程表参照 ) 

 市は，ふるさと協議会設立に向け，地域とともに研究及び支援を

行ないます。  
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(3) 近隣センターの整備             実施主体：柏市  

 

 コミ ュニテ ィエ リア及 びふる さと 協議会 の設置 に伴 い，地域活 動

の拠点 として 柏の 葉近隣 センタ ーを 整備し ます。  

 

 これまで市では，コミュニティエリアごとに近隣センターを整備

しており，コミュニティエリア及びふるさと協議会を設置した場合

は，地域活動の拠点として整備をします。  

なお，地域の実情，柏市公共施設等総合管理計画等のコミュニテ

ィ施設の適正配置等の観点から行政機能を付設した「Ａ型近隣セン

ター」，行政機能を付設しない「Ｂ型近隣センター」のいずれかは，

別途検討を要します。  

  いずれにしても，近隣センター用地の取得，あり方等 については，

関係部署と十分協議するとともに地域住民，ふるさと協議会等のニ

ーズを踏まえ整備していきます。  

 

９  今後の課題  

 

(1) 柏の葉コミュニティエリア設置における課題  

 ア  仮称 )柏市柏の葉地域ふるさと協議会と柏の葉キャンパス駅

前まちづくり協議会との関係整理  

実施主体：町会，まちづくり協議会，ＵＤＣＫ  

   現在，田中コミュニティエリア内に田中地域ふるさと協議会と  

  柏の葉キャンパス駅前まちづくり協議会，柏の葉１丁目・２丁  

   目・３丁目連絡会が活動しており「柏の葉コミュニティエリア」 

  を決定した場合は，「柏の葉キャンパス駅前まちづくり協議会， 

   柏の葉１丁目・２丁目・３丁目連絡会」と「仮称 )柏市柏の葉地  

   域ふるさと協議会」との整理を要します。  

 イ  民生委員児童委員協議会との調整  

実施主体：柏市社会福祉協議会，民生委員児童委員協議会  

  民生委員児童委員協議会は，市内２２地区に設置されています。 

 田中地域の人口増が確実なことから平成２４年度 (２０１２年 )に  

 開校した柏の葉小学校の学区を中心に隣接した９町会で１つの区  
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 域とした「田中・柏の葉地区民生委員児童委員協議会」が設置さ  

 れ既に活動を行っています。  

担当の区域が決められており，福祉に関する相談等に応じ関係  

機関につなげるなどの支援活動も行っていることから，コミュニ  

ティエリアが移行する際及び仮称 )柏市柏の葉地域ふるさと協議  

会が設立された際は調整を要します。  

 ウ  効率的な行財政運営を踏まえた施設整備    実施主体：柏市  

  コミュニティエリア及びふるさと協議会の新設に伴い，地域活  

動の拠点として近隣センターの設置が必要となります。  

一方で公共施設等総合管理計画「基本方針編」において，「施  

 設機能の再編と総量の縮減」，「財産の活用と管理運営の縮減」  

 がうたわれていることから，近隣センター設置の際は，国費や起  

 債等の財源確保やランニングコストを意識した効率的な設備設計  

 を図ります。  

 エ  地域活動の担い手不足  

実施主体：柏市，町会，まちづくり協議会  

   「仮称 )柏市柏の葉地域ふるさと協議会」を設置するにあたり，   

 各部門の担い手の選出等については，町会等への意見聴取の段階  

 から懸念されています。  

 

(2) 今後の地域づくりのあり方     実施主体：ふるさと協議会  

 ア  新しい時代のふるさと協議会のあり方  

 ふるさと協議会は，ふるさと運動を推進し新旧住民の連帯感や   

地域の自治意識の向上を図るため，コミュニティ形成をはじめ，   

文化・体育・福祉・環境・防災防犯等，地域で多様な活動を展開  

してきました。このような活動は，市民の帰属意識を高め，地域  

のつながりづくりに大きく寄与してきたところです。  

一方，少子高齢化 の進展や防災防犯 への危機意識の高 まり等に

対し，地域の共助による課題解決の役割が増しています。このよ

うな中，ふるさと協議会には，時代に即した取組みが期待されて

います。  

 イ  コミュニティエリアと学区の不整合     実施主体：柏市  

    町会の区域を超えた広域の地域活動を行うにあたっては，学校   
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 との連携が重要です。こども会は学校ごとに発足しており，登下  

  校の見守り，災害時の学校避難所の対応など，学校を核とした地  

  域活動は多々あります。  

   コミュニティエリアは設置当時から変更されていない一方，学  

  区は固定されておらず，地域の児童・生徒数の増減に伴い変更し  

  ています。そのため，コミュニティエリアと学区が異なる地域が  

  増えており，地域活動の大きな課題となっています。  

 

１０  今後の進め方  

 

 平成３１年４月から「柏の葉コミュニティエリア」を決定し，２

１ヶ所目のコミュニティとして展開していきます。  

 あわせて，「ふるさと協議会の設立」及び「近隣センター等の整

備」，「コミュニティエリア移行」の３点について次のとおり１０

町会連絡会や検討会等を実施していきます。  

 

(1) ふるさと協議会の設立  

 「９  今後の課題」のとおり，現在，田中コミュニティエリア内

に田中地域ふるさと協議会と柏の葉キャンパス駅前まちづくり協議

会，柏の葉１丁目・２丁目・３丁目 連絡会が活動しているため，「柏

の葉キャンパス駅前まちづくり協議会，柏の葉１丁目・２丁目・３

丁目連絡会」と年３回～４回「仮称 )柏市柏の葉地域ふるさと協議会

設立検討会議」を開催し，協議会のあり方や各部門の担い手等につ

いて協議し「仮称）柏市柏の葉地域ふるさと協議会」の設置を目指

します。  

  

(2) コミュニティエリア移行  

 平成３６年（２０２４年）をめどに，柏の葉コミュニティエリア

を，案②の地域まで拡大することを含めて検討するため，対象町会

である１０町会との意見交換等を実施し融和を図るとともに，平成

３４年度 (２０２２年 )には，移行準備会を発足し検討してまいりま

す。  
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(3) 近隣センター等の整備  

 「９ (1)ウ効率的な行財政運営」を踏まえ，公共施設等総合管理計

画に基づき，機能，設置場所も含め整備の検討を進めます。  

 また，整備の際には市民とのグループワーク等も実施し，市民と

の合意形成に基づいた整備をしてまいります。  

 

(4) 行程表  

年度・項目 ふるさと協議会設立

実施者 町会・まちづくり協議会

意見交換　

（柏の葉１～３丁目連絡会と
まちづくり協議会ほか）

継続検討，規約作成等

平成３２年度

(２０２０年)

ふるさと協議会設立

(連合会承認)

平成３３年度

(２０２１年)

平成３４年度

(２０２２年)

平成３５年度

(２０２３年)

平成３６年度

(２０２４年)

コミュニティエリア移行

市・町会

庁内検討会

１０町会連絡会

　

移行準備会発足

案②

コミュニティエリア移行

近隣センター等

市

平成３１年度

(２０１９年)

平成３１年度(２０１９年)　４月～　コミュニティエリア決定

庁内調整
(規模・機能・
　　設置場所ほか)
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１１  資料  

 

(1) 検討の経緯  

 月日  件名  内容  対象  

1  
平成 29 年  

6 月～7 月  

関係部署意

見聴取  

エリア分割に

対する意見聴

取  

企画調整課 ，防災安全課 ，保健

福祉総務課 ，消費生活センター，

地域健康づくり課 ，福祉活動推進

課 ，柏市社会福祉協議会 ，学校

教育課 ，企画調整課 （UDCK 担

当 ），高 齢者支援課  

2  
平成 29 年  

7 月 13 日  

柏の葉 コミュニ

ティエリア情報

共有会議  

課題意識共

有 と意見交換  

企画部長 ，企画部理事 ，都市部

長 ，企画調整課長 ，北部整備部

長  

3  

平成 29 年  

9 月～  

平成 30 年  

1 月  

町会 ヒヤリング  
町会役員から

の意見聴取  

東十余二町会 ，新若柴町会 ，若

柴町会 ，若柴入谷津町会 ，柏の

葉一丁目自治会 ，柏の葉三丁目

町会 ，柏の葉二丁目町会 ，

UDCK，柏の葉キャンパス駅前まち

づくり協 議会 ，柏の葉キャンパス一

番街自治会 ，柏の葉キャンパスゲ

ートタワー管理組合 ，柏の葉キャン

パス二番街自治会  

4  
平成 30 年  

2 月 2 日  

第 ２回柏の葉

コミュニティエリ

ア情報共有会

議  

検討状況報

告 と意見交換  

企画部長 ，企画部理事 ，都市部

長 ，企画調整課長 ，北部整備課

長ほか  

5  
平成 30 年  

2 月 21 日  

第 １回柏の葉

コミュニティエリ

ア新設に係る

検討会議  

検討状況報

告 と今後の進

め方  

防災安全課 ，財政課 ，資産管理

課 ，企画調整課 ，行政改革推進

課 ，市民課 ，消費生活センター，

保健福祉総務課 ，高齢者支援

課 ，福祉活動推進課 ，地域健康

づくり課 ，子育て支援課 ，北部整

備課 ，学校教育課 ，生涯学習課 ，

柏市社会福祉協議会 ，田中近隣

センター  

6  
平成 30 年  

4 月～6 月  
関係者説明  今後の進め方  

柏市社会福祉協議会 ，柏市民生

委員児童委員協議会 （会 長 ，田

中地区会長 ，西原地域ふるさと協

議会 ，田中 ・柏の葉地区民児協  
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7  
平成 30 年  

4 月～5 月  

町会 ヒヤリング

（２巡目 ）  

検討会議出

席依頼  

柏の葉キャンパス一番街自治会 ，

ＵＤＣＫ，東十余二町会 ，若柴町

会 ，柏の葉キャンパス駅前まちづく

り協議会 ，ゲートタワー管理組合 ，

柏の葉一～三丁目連絡会 ，柏の

葉キャンパス二番街町会  

8  
平成 30 年  

4 月 17 日  

関係部長説

明会  

検討状況報

告 と検討会議

参加依頼  

企画部長 ，市民生活部長保健福

祉部長 ，都市部長 ，企画調整課

長 ，市民課長 ，高齢者支援課長 ，

地域包括支援課長 ，北部整備課

長 ，柏市社会福祉協議会事務局

長  

9  
平成 30  

年 6 月 2 3 日  

第 １回田中 ・

柏の葉 コミュニ

ティエリア検討

会議  

コミュニティエリ

アの新設につ

いて  

（田 中 ・柏の葉 コミュニティエリア検

討会議委員 ）  

1 0  
平成 30 年  

8 月 4 日  

第 ２回田中 ・

柏の葉 コミュニ

ティエリア検討

会議  

境界 （地 区設

定 ）について  

（田 中 ・柏の葉 コミュニティエリア検

討会議委員 ）  

1 1  
平成 30 年  

9 月 5 日  

第 ２回柏の葉

コミュニティエリ

ア新設に係る

検討会議  

検討会議の報

告 と今後の進

め方について  

防災安全課 ，財政課 ，資産管理

課 ，企画調整課 ，行政改革推進

課 ，市民課 ，消費生活センター，

社会福祉課 ，高齢者支援課 ，地

域包括支援課 ，地域保健課 ，子

育て支援課 ，北部整備課 ，学校

教育課 ，生涯学習課 ，柏市社会

福祉協議会 ，田中近隣センター  

1 2  
平成 30 年  

9 月 7 日  

第 ３回柏の葉

コミュニティエリ

ア情報共有会

議  

（仮 ）柏の葉 コ

ミュニティエリ

アの近隣セン

ター設置につ

いて  

企 画 部 長 ，企 画 部 理 事 ，都 市 部

長 ，企 画 調 整 課 長 ，北 部 整 備 課

長ほか  

1 3  

 

平成 30 年  

9 月 22 日  

第 ３回田中 ・

柏の葉 コミュニ

ティエリア検討

会議  

第 1 回 ・第 ２回

検討会議から

課題 と境界に

ついて  

（田 中 ・柏 の葉 コミュニティエリア検

討会議委員 ）  

1 4  
平成 30 年  

1 1 月 13 日  

第 １回柏の葉

コミュニティエリ

ア庁内検討会

議  

「柏 の葉 コミュ

ニティエリア設

置計画 」につ

いて  

副市長 ，総務部長 ，企画部長 ，財

政 部 長 ，市 民 生 活 部 長 ，保 健 福

祉 部 長 ，保 健 所 長 ，こども部 長 ，

環 境 部 長 ，都 市 部 長 ，生 涯 学 習

部長 ，学校教育部長  

1 5  

平成 30 年 12

月 ～ 平 成 31

年 1 月  

パブリックコメ

ント  

設置計画

（案 ）について

意見募集  

広報かしわ及び柏市 オフィシャルウ

ェブサイトで意見を募集  
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16  
平成 31 年  

２月 ２２日  

第 ２回柏の葉

コミュニティエリ

ア庁内検討会

議  

「柏 の葉 コミュ

ニティエリア設

置計画 」につ

いて  

副市長 ，総務部長 ，企画部長 ，財

政 部 長 ，市 民 生 活 部 長 ，保 健 福

祉 部 長 ，保 健 所 長 ，こども部 長 ，

環 境 部 長 ，都 市 部 長 ，生 涯 学 習

部長 ，学校教育部長  
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(2) 田中・柏の葉コミュニティエリア検討会議  

 ア  設置要領  

田中・柏 の葉コミュニ ティエリア検 討会議設置要 領

制定 平成３０ 年５月１０日

施行 平成３０ 年５月１０日

１ 趣旨

この要領 は，田中地域 コミュニティ エリア内のコ ミュニティエ

リア新設 を検討するた めに設置する 。田中・柏の 葉コミュニティ

エリア検 討会議（以下「検討会議」という 。）の運営に 関し必要な

事項を定 めるものとす る。

２ 協議事項

検討会議 は，次に掲げ る事項を協議 する。

(1) 新たなコ ミュニティエ リアの設置の 検討

(2) 新たなコ ミュニティエ リアの境界の 検討

(3) 上記によ る課題の検討

(4) その他必 要と認める事 項

３ 構成員

構成員は ，次に掲げる 者をもって充 てる。

(1) 別表第１ に掲げる団体 を代表する者

(2) 別表第２ に掲げる職に ある者

４ 委員長及 び副委員長

検討会議 に委員長及び 副委員長各 1 名を置き ，委員の互選 によ

りこれを 定める。

(1) 委員長は ，会務を総理 し，検討会議 を代表する。

(2) 副委員長 は，委員長を 補佐し，委員 長に事故があ るときは，

その職務 を代理する。

５ 委員の責 務

委員は ，その代表 する団体に対 し，会議の内 容を伝えると とも

に，会議 の決定事項に ついて協力を 要請するもの とする。

６ 事務局

検討会議 の事務局は， 地域支援課に 置く。

７ この要領 に定めるもの のほか必要な 事項は，委員 長が会議に諮

って定め る。
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附 則

この要領 は，平成３０ 年５月１０日 から施行する 。

別表第１

【地域団 体】

田中地域 ふるさと協議 会

柏市ふる さと協議会連 合会

柏市若柴 町会

新若柴町 会

若柴入谷 津町会

東十余二 町会

柏の葉一 丁目自治会

柏の葉二 丁目町会

柏の葉三 丁目町会

柏の葉キ ャンパス一番 街町会

柏の葉キ ャンパス二番 街町会

柏の葉キ ャンパスゲー トタワー管理 組合

【関係団 体】

柏市社会 福祉協議会

柏の葉ア ーバンデザイ ンセンター

別表第２

【学識経 験】

麗澤大学 経済学部教授 （コミュニテ ィ研究）

【行政】

企画部長

市民生活 部長

都市部長

保健福祉 部長

地域づく り推進部長
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 イ  委員名簿  

名 称 役 職 氏 名

柏 市 ふ る さ と 協 議 会 連 合 会 会 長 根 本 利 治

柏 市 田 中 地 域 ふ る さ と 協 議 会 会 長 竹 之 内 明

柏 市 若 柴 町 会 会 長 増 田 明

新 若 柴 町 会 会 長 伊 藤 孝

若 柴 入 谷 津 町 会 会 長 小 杉 忠 直

東 十 余 二 町 会 会 長 増 田 勝 美

柏 の 葉 一 丁 目 自 治 会 会 長 金 井 哲 治

柏 の 葉 二 丁 目 町 会 会 長 米 山 諭

柏 の 葉 三 丁 目 町 会 会 長 石 毛 伸

柏 の 葉 キ ャ ン パ ス 一 番 街 町 会 会 長 篠 原 景 子

柏 の 葉 キ ャ ン パ ス 二 番 街 町 会 会 長 山 境 秀 文

柏の 葉キャ ンパスゲ ートタ ワー管 理組合 理 事 長 武 田 紘 輔

柏 市 社 会 福 祉 協 議 会 事 務 局 長 秋 山 亨 克

柏 の 葉 ア ー バ ン デ ザ イ ン セ ン タ ー 副 セ ン タ ー 長 三 牧 浩 也

麗 澤 大 学 経 済 学 部 教 授 大 野 正 英

企 画 部 部 長 飯 田 晃 一

市 民 生 活 部 部 長 篠 原 忠 良

保 健 福 祉 部 部 長 宮 島 浩 二

都 市 部 部 長 南 條 洋 介

事 務 局

地 域 づ く り 推 進 部 部 長 高 橋 直 資

田 中 近 隣 セ ン タ ー 所 長 西 内 恵 一

地 域 支 援 課 課 長 沖 本 由 季

〃 主 幹 染 谷 和 広

〃 主 査 老 川 景

〃 主 事 本 間 勇 佑

〃 主 事 土 屋 大 雄
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 ウ  開催状況  

 

 

 

 

 

(3) パブリックコメント結果  

 ア  募集期間  

   平成３０年１２月１日～平成３１年１月４日  

 イ  募集媒体  

   広報かしわ１２月１日号  

   柏市オフィシャルウェブサイト  

 ウ  件数  

   ４名１３件（その他匿名２名有）  

 エ  主な意見  

    

№  主な御意見  市の考え方  

１  

計 画 案 Ｐ . ２ ４ の 枠 内 に つ い

て，「２期：該当 町会（田中ふ

る さ と 協 議 会 に 属 し て い る 若

柴，新若柴，若柴入谷津，東十

余二町会）は，お おむね５年後

ま で に 区 域 案 ② へ 移 行 す る か

どうかの意向を決める。」へ修

正してもらいたい。  

 御 意 見 の と お り ， 区 域 案 ② へ

移 行 す る 際 に ， 該 当 町 会 の 意 向

を 踏 ま え る 旨 を 記 載 い た し ま

す。  
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２  

計 画 案 Ｐ .１ ８ ， ２ ４ の 文 中 の

「国道１６号西」の表現につい

て，若柴町会を分割するように

思われるため，記載を削除して

もらいたい。  

「 国 道 １ ６ 号 西 」 の 表 現 に つ い

て は ， エ リ ア 分 け の 基 本 的 な 考

え 方 と し て ， 町 会 を 分 断 し な い

と い う こ と か ら ， 国 道 １ ６ 号 を

境 に 町 会 を 分 割 す る こ と は あ り

ま せ ん 。 計 画 内 に そ の 旨 を 明 記

し ， 「 国 道 １ ６ 号 西 」 の 表 記 は

そ の ま ま と さ せ て い た だ き ま

す。  

３  

現 在 の コ ミ ュ ニ テ ィ エ リ ア に

とらわれず，現在の課題に対応

し た 新 た な コ ミ ュ ニ テ ィ エ リ

アを形成するのがよい。  

コ ミ ュ ニ テ ィ エ リ ア の 設 定 に つ

い て は ， 中 学 校 区 に １ コ ミ ュ ニ

テ ィ エ リ ア と 言 う 考 え に よ り ，

柏 の 葉 コ ミ ュ ニ テ ィ エ リ ア を 設

置 し ま す 。 地 域 課 題 は ， 隣 接 す

る 町 会 等 で 共 通 す る 部 分 も 多 い

こ と か ら ， ま た ， 今 後 市 の 施 策

展 開 を 円 滑 に 実 施 し ， き め 細 や

か な サ ー ビ ス を 提 供 す る こ と か

ら も ， 田 中 地 域 を 分 割 す る こ と

が必要と考えます。  

４  

近隣センターは，ふるさと協議

会 の 附 帯 施 設 と い う 考 え を や

め，必要なら増設すればよい。  

近 隣 セ ン タ ー に つ い て は ， 地 域

コ ミ ュ ニ テ ィ の 拠 点 と し て ， １

コ ミ ュ ニ テ ィ エ リ ア に ， １ 近 隣

セ ン タ ー を 設 置 し ま す 。 な お ，

近 隣 セ ン タ ー の 機 能 に つ い て

は ， 今 後 ， 市 民 の 意 見 を 聞 き な

が ら ， 市 民 ニ ー ズ を 踏 ま え た 整

備を行ないます。  
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５  

エ リ ア 新 設 に つ い て は 賛 成 だ

が，ふるさと協議会というもの

ではなく，町会連絡会の機能が

あれば十分ではないか。  

ふ る さ と 協 議 会 は ， 昭 和 ５ ５ 年

か ら 地 域 特 性 を 生 か し ， 心 の ふ

れ あ う 住 み よ い ま ち づ く り を 市

民 と 行 政 が 一 体 と な っ て 推 進 し

て い く 「 ふ る さ と 運 動 」 の 取 り

組 み を 行 な っ て ま い り ま し た 。

ふ る さ と 協 議 会 に お い て は ， 地

域 の 課 題 解 決 だ け で な く ， 市 民

の 郷 土 愛 や 連 帯 意 識 を 高 め ， よ

り コ ミ ュ ニ テ ィ の 活 性 を 目 指 す

こ と か ら も ， 重 要 な 役 割 を 担 っ

ていると考えます。  

６  

計画内に，コミュニティエリア

設置後の行政の支援，サポート

内容を具体化し，盛り込むべき

である。  

市 と し ま し て は ， ふ る さ と 協 議

会 の 設 立 に 関 し て ， 設 立 検 討 会

議 を 定 期 的 に 開 催 し ま す 。 設 立

後 に お い て も ， 協 議 会 等 と 随 時

連 携 を 図 り な が ら ， 意 向 を 踏 ま

えた支援を行ないます。  

７  

住 民 や 参 加 組 織 の 負 担 に つ い

て，住民への丁寧な説明を行な

うべきである。  

住 民 へ の 説 明 に つ い て は ， こ れ

ま で ， 関 係 町 会 へ 回 り ， ヒ ア リ

ン グ や 状 況 報 告 を 行 な っ て ま い

り ま し た 。 御 意 見 の と お り ， 今

後 に お い て も ， 検 討 会 や 勉 強 会

の 中 で ， 丁 寧 な 説 明 が 必 要 で あ

ると考えます。  

８  

行政として，新コミュニティエ

リ ア 発 足 か ら 完 了 ま で の フ ォ

ローを行なうこと。また，移行

期間の５年間についても，柔軟

に 随 時 見 直 し を 行 な っ た 方 が

よい。  

新 コ ミ ュ ニ テ ィ エ リ ア 発 足 後 に

お い て も ， 区 域 案 ② へ 移 行 す る

ま で は ， 移 行 準 備 会 を 設 置 し ，

円 滑 に コ ミ ュ ニ テ ィ 活 動 を 行 な

え る よ う 支 援 し ま す 。 ま た ， 移

行 期 間 は ５ 年 後 を 目 途 と し な が

らも柔軟に対応します。  
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９  

新 規 建 設 の 大 規 模 マ ン シ ョ ン

の町会設立，地域コミュニティ

加入に対し，行政が支援する体

制を整えるべきである。  

大 規 模 マ ン シ ョ ン や 賃 貸 住 宅 等

の 町 会 設 立 （ 加 入 ） や ， 地 域 コ

ミ ュ ニ テ ィ の 加 入 に 関 し て は ，

市 と し ま し て も 大 き な 課 題 で あ

る と 認 識 し て い ま す 。 こ れ ら に

つ い て は ， 柏 の 葉 地 域 の み な ら

ず，市全体の問題でもあります。

現 在 も 加 入 促 進 は 行 な っ て お り

ま す が ， 今 後 ， 改 め て 検 討 し ，

取り組んでまいります。  

 

10 

新 コ ミ ュ ニ テ ィ エ リ ア 設 置 に

よ る 町 会 等 の 加 入 率 へ の 影 響

を検討するべきではないか。ま

た，特に柏の葉地域は賃貸住宅

も多いため，賃貸住宅居住者へ

の 町 会 活 動 等 へ の 参 加 促 進 を

図る必要があるのではないか。  

11 

Ｐ . ２ ８ ， １ ０ 今 後 の 進 め 方

(２ ） コ ミ ュ ニ テ ィ エ リ ア に つ

いて，おおよそ５年後をめどに

移行する形はよいと思うが，移

行時には，エリア内の新規マン

ションの意見も反映するよう，

また，移行準備会への参加を促

し，新設されるふるさと協議会

へ の 参 加 に つ い て も 加 入 す る

よう，行政の対応をお願いした

い。  

新 規 マ ン シ ョ ン に お い て は ， 御

意見のとおり，町会設立の支援，

移 行 準 備 会 の 参 加 や ふ る さ と 協

議 会 へ の 加 入 を 促 し て い き た い

と 考 え ま す 。 こ れ ら へ の 参 加 を

し て い た だ く こ と に よ り ， 新 規

マ ン シ ョ ン の 住 民 の 意 見 の 反 映

も 可 能 と な る の で は な い か と 考

えます。  

12 

Ｐ . ２ ８ ， １ ０ 今 後 の 進 め 方

(３ )近 隣 セ ン タ ー 等 の 整 備 に

ついては，柏の葉サービスコー

ナ ー の 利 便 性 を 加 味 し た う え

で，機能も含めよく検討し，整

備していただきたい。（柏の葉

サ ー ビ ス コ ー ナ ー は 維 持 し て

欲しい。）  

近隣センターについては，地域

コミュニティの拠点として，１

コミュニティエリアに，１近隣

センターを設置します。なお，

近隣センターの機能については

（柏の葉サービスコーナーの機

能も含めた），今後，既存施設

との整合を図りつつ，市民の御

意見を聞き，市民ニーズを踏ま

えた整備を行ないます。  
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13 

Ｐ . ２ ８ ， １ ０ 今 後 の 進 め 方

(３ )近 隣 セ ン タ ー 等 の 整 備 に

ついては，ふるさと協議会設置

後，できるだけ早く近隣センタ

ーを設置してください。  

近 隣 セ ン タ ー は ， 地 域 コ ミ ュ ニ

テ ィ の 拠 点 と い う こ と か ら も ，

す み や か な 設 置 に 努 め て ま い り

ます。  

 


